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１．環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

２．二酸化炭素排出量の削減を推進します（電力、ガソリン、軽油、灯油、都市ガス）。
　　　　　　　
３．事務所での廃棄物の削減を推進します。

４．建設現場等での建設リサイクル、再生資源の利用を推進します。

５．水使用量の削減を推進します。

６．環境に配慮した工事を推進します。

７．若手社員の採用と育成に努めます。

８．本方針を全従業員に周知徹底します。

制定日： 2017年　4月　1日

改定日： 2022年　5月  1日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役　　　　増田　和仁

環 境 経 営 方 針
　当社は、土木工事、建築工事、舗装工事などの各事業分野において、地球環境の保
全のために、環境負荷の一層の低減を図るべく、全社一丸となって、自主的・積極的
に環境への取組を推進します。併せて、環境経営システムの継続的改善を図って行き
ます。

Ⅰ．ごあいさつ

　協同建設株式会社は、昭和３０年の設立以来、土木工事業を通して地域社会の発展
に尽力してまいりました。全従業員が地球環境の保全の重要性を認識し、環境負荷の
低減に努めることにより、美しい国土の維持、人と環境が共存する社会を目指して取
り組んでまいります。
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Ⅱ．組織の概要

（１） 名称及び代表者名

協同建設株式会社
代表取締役　　増田　和仁

（２） 所在地

本　　社　　　　　〒672-8023　兵庫県姫路市白浜町乙780-10
大阪技術センター　〒554-0022　大阪府大阪市此花区春日出中二丁目3-19
資材倉庫　　　　　〒672-8023　兵庫県姫路市白浜町丙571-31

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

責任者兼担当者　　増田　和仁 TEL： 079-245-1621

FAX： 079-245-1624
              Email： k-masuda@kyodo-kk.jp

（４） 事業内容

土木工事業、建築工事業、とび・土工工事業、舗装工事業

（５） 設立　　　昭和30年6月1日

（６） 資本金　　3,000万円　

（７） 事業の規模

本社 資材倉庫 合計
１４人 無人 １７人
396㎡ 333㎡ 954㎡

（８） 事業年度 ６月～翌年５月

□認証・登録の対象範囲

登録組織　： 協同建設株式会社
対象事業所： 本社、大阪技術センター、資材倉庫
対象外： なし
活　動： 土木工事業、建築工事業、とび・土工工事業、舗装工事業

延べ床面積　　　 225㎡

建設業　許可番号：兵庫県知事（特-29） 第461960号
　　　　許可の有効期間：平成30年2月9日から令和5年2月8日まで

年間工事完成高　　121,456万円（2021年度）

大阪技術センター
従業員　　　　　 ３人
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Ⅲ．実施体制図及び役割・責任・権限表

・環境教育訓練計画の作成と実施の管理

 

・建設現場での問題点の発見、是正・予防処置の実施

工事責任者 ・建設現場における環境経営システムの実施
（工事代理人） ・工事担当者及び協力会社員に対する教育訓練の実施

・建設現場の環境経営計画の実施及び達成状況の報告
・緊急事態対応訓練の実施、記録の作成

・特定された項目の運用管理
・緊急事態対応手順のテスト、訓練を実施、記録の作成

全従業員 ・環境経営方針の理解と環境経営への取り組みの重要性を自覚
・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

・自部門の問題点の発見、是正・予防処置の実施

・自部門における環境経営方針の周知
・自部門の従業員に対する教育訓練の実施
・自部門に関連する環境経営計画の実施及び達成状況の報告

・環境経営レポートの作成、公開（事務所への備付けと地域事務局への送付）

部門長 ・自部門における環境経営システムの実施

・環境活動の実績集計
・環境関連法規制等取りまとめ表の作成、遵守評価の実施

・特定された項目の手順書作成  （緊急事態への対応を含む）

環境事務局 ・環境管理責任者の補佐
・環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

・環境活動の取組結果を代表者へ報告
・環境経営レポートの確認

・環境経営目標・環境経営計画書を確認
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・緊急事態対応手順のテスト、訓練の指導及び総括

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境関連法規制等の取りまとめ表を承認

専務取締役 ・代表取締役の補佐
・工事全般の統括

・環境経営目標・環境経営計画書を承認
・代表者による全体の評価と見直し・指示を実施
・環境経営レポートの承認

・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

役割・責任・権限

代表者（代表取締役） ・環境経営に関する統括責任
・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者を準備
・環境管理責任者を任命
・経営における課題とチャンスの明確化

建設現場

総務部 土木部 建築部 大阪技術センター

工事責任者
工事担当

資材倉庫

環境管理
責任者

代表取締役

環境事務局
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Ⅳ．主な環境負荷の実績

2017年度

基準年度
全社 kg-CO2 62,664 61,896 62,022 59,273 52,129
本社 kg-CO2 47,373 47,444 47,832 46,504 40,402
大阪 kg-CO2 15,291 14,452 14,191 12,769 11,728

全社 ｋWh 26,558 28,487 28,649 30,485 27,655
本社 ｋWh 17,254 19,180 18,475 19,996 18,744
大阪 ｋWh 9,304 9,307 10,174 10,489 8,911

全社 L 18,076 17,494 18,459 17,906 15,970
本社 L 14,081 13,827 14,956 15,080 12,741
大阪 L 3,995 3,667 3,503 2,826 3,229

全社 L 1,185 1,286 797 638 357
本社 L 536 655 292 80 215
大阪 L 649 631 505 558 142

本社 L 2,433 2,250 1,854 1,174 972
大阪 Nm

3 201 187 228 170 63

全社 kg 258 177 198 213 226

全社 ｔ 275 228 57 92 63.1
本社 ｔ 250 197 35 80 57.6
大阪 t 25 32 22 12 5.5

全社 ㎥ 481 569 506 508 419
本社 ㎥ 378 444 374 390 342
大阪 ㎥ 103 125 132 118 77

Ⅴ．環境経営目標及びその実績

（１）中期環境経営目標
2017年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

基準年度 △3% △4% △5% △6%

全社 kg-CO2 62,664 60,784 60,158 59,531 58,904
本社 kg-CO2 47,373 45,952 45,478 45,004 44,531
大阪 kg-CO2 15,291 14,832 14,679 14,527 14,374
全社 ｋWh 26,558 25,761 25,496 25,230 24,965
本社 ｋWh 17,254 16,736 16,564 16,391 16,219
大阪 ｋWh 9,304 9,025 8,932 8,839 8,746
全社 L 18,076 17,534 17,353 17,172 16,991
本社 L 14,081 13,659 13,518 13,377 13,236
大阪 L 3,995 3,875 3,835 3,795 3,755
全社 L 1,185 1,149 1,138 1,126 1,114
本社 L 536 520 515 509 504
大阪 L 649 630 623 617 610
本社 L 2,433 2,360 2,336 2,311 2,287
大阪 Nm

3 201 195 193 191 189

全社 kg 258 250 248 245 243

全社 － 適正管理 適正管理 適正管理 適正管理 適正管理

全社 ｔ 275 267 264 262 259
本社 ｔ 250 243 240 238 235
大阪 ｔ 25 24 24 24 24
全社 ％ 71.6 73.7 74.4 75.1 75.9

（＋3％） （＋4％） （＋5％） （＋6％）
全社 ㎥ 481 467 462 457 452
本社 ㎥ 378 367 363 359 355
大阪 ㎥ 103 100 99 98 97

　水使用量削減

　都市ガス使用量
　削減

　一般廃棄物排出量

　削減

　産業廃棄物
　の適正管理
（数値は目安とする）

　建設リサイクル率

　向上

　二酸化炭素排出量

　削減

　電力使用量削減

　ガソリン使用量
　削減

　軽油使用量削減

　灯油使用量削減

　都市ガス使用量

一般廃棄物排出量

産業廃棄物排出量

水使用量

注）化学物質は使用していない。

項　目 サイト 単位

2021年度

二酸化炭素排出量

　電力使用量

　ガソリン使用量

　軽油使用量

　灯油使用量

項　目 サイト 単位 2018年度 2019年度 2020年度
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サイト 単位 2017年度 2020年度 2021年度 2020年度 2021年度

全社 ｔ 124 積極使用

(実績) (再生材料使用) (再生材料使用)

全社 －

注1）

注2）

注3）

注4）

（２）2021年度の実績
2017年度

項目 サイト 6月～5月
基準値 目標 実績 達成度 評価

全社 kg-CO2 62,664 60,158 52,129 115.4% ○

本社 kg-CO2 47,373 45,478 40,402 112.6% ○

大阪 kg-CO2 15,291 14,679 11,728 125.2% ○

全社 ｋWh 26,558 25,496 27,655 92.2% ×

本社 ｋWh 17,254 16,564 18,744 88.4% ×

大阪 ｋWh 9,304 8,932 8,911 100.2% ○

全社 L 18,076 17,353 15,970 108.7% ○

本社 L 14,081 13,518 12,741 106.1% ○

大阪 L 3,995 3,835 3,229 118.8% ○

全社 L 1,185 1,138 357 318.4% ○

本社 L 536 515 215 239.3% ○

大阪 L 649 623 142 437.8% ○

本社 L 2,433 2,336 972 240.3% ○

大阪 Nm
3 201 193 63 306.3% ○

全社 kg 258 248 226 109.7% ○

全社 － 適正管理 適正管理 適正管理 - ○

全社 ｔ 275 264 63.1 418.9% ○

本社 ｔ 250 240 57.6 417.0% ○

大阪 ｔ 25 24 5.5 439.6% ○

全社 ％ 71.6 74.4 25.7 34.5% ×

0 （＋4％） （△64％）

全社 ㎥ 481 462 419 110.2% ○

本社 ㎥ 378 363 342 106.1% ○

大阪 ㎥ 103 99 77 128.4% ○

全社 ｔ 124 - ○

(実績) (再生材料使用)

全社 － - ○

評価欄にて、○：達成、△：やや未達成（98％～100％未満）、×：未達成
建設リサイクル率の2021年度実績＝再資源化量16.2t／総量63.1t

注1) 達成度欄にて、削減を目指す場合は、達成度＝目標÷実績×100％、増加を目指す場合は、達
成度＝実績÷目標×100％

注2)
注3)
注4) 環境に配慮した工事とは、再生材料の使用を始め、騒音、振動、粉じん、道路の汚れ、水質汚濁な

どを防止し、廃棄物適正処理・３Ｒに努め、付近住民の生活に配慮する、などを意味する。

　水使用量削減

環境に配慮した工事
の積極的推進

環境配慮工
事積極推進

環境配慮工事
積極推進

(再生材料使
用実績6.8t)

若手社員の採用と育
成

若手社員
採用・育成

若手社員
資格取得

　都市ガス使用量
　削減

　一般廃棄物排出量

　削減

　産業廃棄物
　の適正管理
（数値は目安とする）

　建設リサイクル率

　向上

　二酸化炭素排出量

　削減

　電力使用量削減

　ガソリン使用量
　削減

　軽油使用量削減

　灯油使用量削減

電力の二酸化炭素排出係数は、2017年度関西電力(株)実績の0.418kg-CO2/kWh（調整後排出

係数） を使用。次年度より、最新年度の係数に変更予定。

水使用量（水道水使用量）の本社分には、資材倉庫分も含まれる。

化学物質を使用していないため、目標に設定していない。

環境に配慮した工事とは、騒音、振動、粉じん、道路の汚れ、水の汚れなどを防止し、廃
棄物適正処理・３Ｒに努め、付近住民の生活に配慮した工事を言う。

単位
2021年度における実績

（2021年6月～2022年5月）

項目

環境に配慮した工事
の積極的推進

環境配慮工事の積極的推進

若手社員の採用と育
成

若手社員の採用と育成の推進

KYODO
テキスト ボックス
357.3

KYODO
テキスト ボックス
215.0

KYODO
テキスト ボックス
142.3

KYODO
テキスト ボックス
1,137.6

KYODO
テキスト ボックス
514.6

KYODO
テキスト ボックス
623.0

KYODO
テキスト ボックス
264.3

KYODO
テキスト ボックス
240.3

KYODO
テキスト ボックス
24.0

KYODO
テキスト ボックス
438.7%

KYODO
テキスト ボックス
239.5%

KYODO
テキスト ボックス
318.8%

KYODO
テキスト ボックス
418.4%

KYODO
テキスト ボックス
417.2%

KYODO
テキスト ボックス
436.4%
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Ⅵ．環境経営計画及び取組結果とその評価、次年度の環境経営計画

◎よくできた　○まずまずできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

達成状況

（目標達成）

（目標未達成）

○

○ 階段での消し忘れなど、不要照明の消灯を徹底する。
○ 昼休みなど長時間不使用時には対応できた。

（目標達成）

○ 今後も意識してしエコドライブを実行してゆく。
○ 普段より安全運転に注意しているのでまずまずできた。
○

（目標達成）

○ 今後も意識してしエコドライブを実行してゆく。
○ 普段より安全運転に注意しているのでまずまずできた。
○

（目標達成）

○
○
○

（目標達成）

○
○
○

○ 排出したごみの計量に努めている。
○ 新聞紙、可燃ごみ、不燃ごみ等の分別に努めている。

今後も削減に努める。

○ 継続して正確な排出量を把握している。
○
○ 設置済みである。
○ 適正に契約している。許可証の有効期限も問題ない。

○
○ 仮設資材を修繕して再利用に努めている。

建設リサイクル率の向上 （目標未達成）
・分別によるリサイクル推進 分別に努めた。
・仮設資材の再利用の推進

産業廃棄物排出量は工事内容により減少したが、コン
クリート殻及びアスファルト殻の比率が低く、目標未
達成となった。次年度も、左記取組を継続する。

・素材ボックスの設置 既に素材ボックスがあり、分別ができるようになっている。

・保管場所の掲示板を設置
・産業廃棄物委託業者との適正契約

本社・大阪とも、工事の量と種類の関係で産業廃棄物が
大幅に減少した。今後も適正管理及び削減に努める。

・実態調査
・分別の徹底

産業廃棄物の適正管理 （目標達成）

・実態調査

・部屋開放の禁止 出来ていた。

次年度も、左記取組３項目を継続する。

一般廃棄物の削減 （目標達成）

本社ではストーブ使用を抑制したため、又、現場事務所
では前年に灯油ストーブからエアコンに切り替えたた
め、使用量が激減した。次年度も、左記取組を継続す
る都市ガス使用量の削減

・ストーブ使用の抑制 ストーブの使用抑制に努めた結果、目標達成した。
・室温管理（20℃を基準） 室温管理に留意した。

灯油使用量の削減

・ストーブ使用の抑制 使用抑制に努めた結果、削減出来た。
・室温管理（20℃を基準） 今後も省エネ意識を持たせ、ムダな使用を無くして行く。
・部屋開放の禁止 大体出来てきた。

軽油使用量の削減

・重機の空ふかしの禁止
・アイドリングストップ
・空気圧、オイル等の点検 点検はまずまずできた。

今期は、本社・大阪とも重機・ダンプを使用する工事は
多くなかった。次年度も、左記取組を継続する。

ガソリン使用量の削減

・アイドリングストップ
・急加速・急停車の防止
・効率的な移動 効率的な移動を心掛けた。

次年度も、左記取組を継続する。

・空調温度の適正化(冷房28℃暖房
20℃)

空調温度の適正化、一部でクールビズなどを実施した。

・不要照明の消灯
・空調等設備の空運転禁止

今年度は業務量が多く残業が多かったため、又、資材倉
庫で灯油ストーブからエアコンに切り換えたため、本社
の方で未達であった。大阪は達成。次年度も、左記取組
を継続する。

取り組み計画 評価結果と次年度の取組内容

二酸化炭素排出量の削減
（下記の通り） 電力とガソリンの使用量が増加したが、軽油、灯油及び

都市ガスの使用量が大幅減少したため、二酸化炭素排出
量総量では目標達成となった。詳細は下記の通り。

電力使用量の削減
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（目標達成）

○

○ 節水シールを貼付した。他の場所の掲示も今後検討する。

○

△
△
○

次年度も、左記取組を継続する。

－

Ⅶ．環境関連法規等の遵守状況の評価の結果

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りである。 遵守評価日：2022年10月1日
遵守評価

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守
遵守
遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

Ⅷ．代表者による全体の評価と見直し・指示

2022年　10月　1日
代表取締役　　増田　和仁

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていることを確認しました。
なお、環境法規制等への違反、訴訟、環境上の苦情等も過去３年間ありませんでした。関係当局より違反
等の指摘もありませんでした。

　当社が環境を今より良くするため、無駄な経費を抑えるため、エコアクション２１に取り組み始め
てから早６年目となりました。今後とも、有効な結果を得るため、一つひとつ全社員が経費削減を意
識して取り組んで行きたいと考えています。
　建設現場では、騒音・排ガス・道路の汚れなど近隣への迷惑をかけないよう、重機などのアイドリ
ングストップを心掛け、燃費を節約し、産業廃棄物を適正に処理しリサイクルに努めるなど環境に配
慮した取組を行って参ります。
　今回2021年度は、電力使用量が増加しましたが、ガソリン・軽油・灯油・都市ガス各使用量などが
大幅に削減出来たため、二酸化炭素排出量削減目標は達成しました。今後も環境負荷低減の努力を継
続して行きたいと考えています。
　なお前年度より“若手社員の採用と育成の推進”を環境経営方針の取組項目とし、2021年度より環
境経営目標、環境経営計画に反映させています。なお、実施体制は変更しません。

消防法 消火設備の定期点検(防火対象物）、事故時の措置届出（通報）

姫路市火災予防条例 火災発生の恐れのある機器の取扱基準の遵守

フロン排出抑制法 フロン類使用機器の定期点検と記録・保存（廃棄後3年）及び廃
棄時の適切な処理（フロン回収・破壊義務）、漏洩防止

オフロード法 基準に適合した特定特殊自動車の使用

低騒音・低振動型建設機械
の規定

低騒音・低振動型建設機械の使用の促進

水質汚濁防止法 公共用水域への排出水の排出基準の遵守、特定施設の届出、水質
の測定と記録、事故時の届出

自動車ＮＯｘ・ＰＭ法 規制対象車両の登録禁止
規制対象車両の指定地域通行禁止

騒音規制法 特定建設作業の届出、規制基準の遵守
振動規制法 特定建設作業の届出、規制基準の遵守

建設リサイクル法 建築物等の分別解体義務、事前届出
特定建設資材廃棄物の再資源化義務

建設業の再生資源利用省令 再生資源、建設工事副産物の再利用
再生資源利用計画書、実施記録の作成

大気汚染防止法 特定粉じん排出等作業の実施の届出、作業基準の遵守、a.事前調
査及び調査結果の書面説明及び説明書の写し保存（3年）、b.事
前調査結果の記録作成・保存（3年）、c.知事への説明、d.下請
負人への説明

・若手社員の採用と育成 1人の若手社員が1級土木施工管理技士補を取得した。今
後も社員育成のため支援を続けて行く。

適用される法規制 遵守する事項
廃棄物処理法 保管基準の遵守、収集運搬・処分業者との適正な契約、マニフェ

ストの交付・保存・確認・交付状況等報告書の提出

・再生材料の積極的使用 今期は、工事内容の関係で再生材料の使用が少なかった。

・環境配慮施工の推進 可能な限り環境に配慮した施工を実施した。

若手社員の採用と育成 （目標達成）

本社・大阪とも節水に努めた。次年度も、左記取組を継
続する。

環境に配慮した工事の積極的推進 （目標達成）

・工事分野別の技術・ノウハウ
　

各種工事分野の環境配慮工法について調査を継続してい

水使用量の削減

・節水の周知徹底 節水の徹底を図っている。

・節水シールの貼付とポスター掲示

・清掃時・手洗い時の節水 より多くの工夫ができるようにする。
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